
いちごドリルプリント

運動とエネルギー 名前

問1 電気エネルギーを光エネルギーに変換する効率（変換効率）について、LEDが豆電球よりも優れているとされる理由を、エネルギーの移り変わ
りの観点から説明したものとして最も適切なものはどれか。 （2017年 北海道公立入試 類似）

1. 消費電力を極限まで大きくするこ
とで、豆電球よりも多くの発熱を伴
いながら、その勢いで強い光を放出
しているため。

2. 供給された電気エネルギーをすべ
て一度熱エネルギーに変えた後、そ
の熱をさらに効率よく光エネルギー
に再変換しているため。

3. 電圧を高くしても電流がほとんど
流れないという性質を持っており、
電気エネルギーを全く消費せずに光
を出すことができるため。

4. 供給された電気エネルギーのうち
、光エネルギーに変換される割合が
大きく、熱として失われるエネルギ
ーが少ないため。

問2 斜面をのぼる物体の運動を一定の時間ごとに記録したとき、各区間の移動距離が一定の割合で減少していた。この観測結果から、物体が停止す
るまでの時間を正確に予測できる理由として、最も適切な説明はどれか。 （2021年 徳島県公立入試 類似）

1. 摩擦力や空気の抵抗が、物体の速
さに比例して一定の割合で増加し続
けるため

2. 物体の移動距離の比が、時間の経
過とともに常に一定の値を保ち続け
る性質があるため

3. 単位時間あたりの移動距離の減少
量が一定であれば、速さの変化も一
定であるとみなせるため

4. 斜面の上に進むほど物体にはたら
く重力の大きさが一定の割合で減少
していくため

問3 おもりをモーターで引き上げる装置において、おもりの力学的エネルギーが増加する理由を、仕事の関係から説明したものとして最も適切なも
のはどれですか。 （2025年 青森県公立入試 類似）

1. 空気の抵抗がまったくないため、
エネルギーが保存されているから

2. おもりに重力がはたらき、下向き
に仕事をしているから

3. おもりが持つ運動エネルギーが位
置エネルギーに変換されているから

4. モーターがおもりに対して外部か
ら仕事をしているから

問4 摩擦のない滑らかな斜面の上端から小球を静かに離したところ、斜面を下り、最も低い位置にある水平な区間を通過した後、再び別の斜面を上
がっていきました。このときの小球のエネルギーの変化について説明したものとして、正しいものはどれですか。 （2021年 福岡県公立入試 類似）

1. 水平な区間では位置エネルギーが
最小になり、運動エネルギーが最大
になるが、その和は常に一定である

2. 再び斜面を上がり始めたとき、位
置エネルギーが増加する分だけ運動
エネルギーも増加し、和は最大にな
る

3. 斜面を下るにつれて位置エネルギ
ーと運動エネルギーの両方が増加す
るため、その和は大きくなる

4. 水平な区間では高さが変わらない
ため位置エネルギーは一定だが、速
さが変化するため運動エネルギーは
減少する

問5 仕事率に関する説明として、科学的に正しい記述はどれか。 （2023年 香川県公立入試 類似）

1. 同じ仕事をする場合、物体を動か
すのにかかった時間が短いほど、仕
事率は大きくなる。

2. 仕事の原理が成り立つとき、斜面
を使って時間をかけて物体を引き上
げれば、垂直に引き上げるより仕事
率は大きくなる。

3. 大きな仕事をすれば、かかった時
間に関わらず仕事率は必ず大きくな
る。

4. 仕事率（W）は、物体に加えた力
（N）に、その力を加えた時間（s）
をかけることで求められる。

問6 1秒間に60回打点する記録タイマーを用いて、物体の運動を記録した。記録テープを打点6ごと（0.1秒ごと）に切り分け、順に区間A、B、C、D
、Eとしたところ、それぞれの長さは、Aが1.8cm、Bが3.0cm、Cが4.2cm、Dが5.4cm、Eが6.6cmであった。このとき、区間Aから区間Eまで
の全区間における平均の速さは何cm/sか求めなさい。 （2026年 愛知県公立入試 類似）

1. 66.0cm/s 2. 42.0cm/s 3. 18.0cm/s 4. 21.0cm/s

問7 運動している物体が持つエネルギーである「運動エネルギー」の大きさと、その物体の「質量」および「速さ」の関係について正しく述べたも
のはどれですか。 （2024年 香川県公立入試 類似）

1. 物体の質量に比例し、速さの2乗
に比例する。

2. 物体の質量に比例し、速さに比例
する。

3. 物体の質量に反比例し、速さに比
例する。

4. 物体の質量に反比例し、速さの2
乗に比例する。

問8 同じ質量のおもりを1メートル下降させる実験において、豆電球の接続方法を変えておもりが下降する時間を測定したところ、豆電球1個のとき
は6.2秒、2個を直列につないだときは3.9秒、2個を並列につないだときは8.9秒であった。この結果から導き出される考察として適切なものは
どれか。 （2016年 滋賀県公立入試 類似）

1. おもりが下降する距離と質量が共
通であるため仕事の大きさはすべて
等しく、時間は直列のときが最も短
いため、直列のときの仕事率が最も
大きい。

2. おもりが下降する距離と質量が共
通であるため仕事の大きさはすべて
等しく、時間は並列のときが最も長
いため、並列のときの仕事率が最も
大きい。

3. 下降にかかる時間が長いほど、ゆ
っくりとエネルギーを消費するため
、並列のときの効率が最も高い。

4. 下降にかかる時間が短いほど、お
もりがした仕事の合計量は大きくな
るため、直列のときの仕事が最も大
きい。

問9 あるモーターに一定の電圧を加えて、物体を一定の高さまで引き上げる実験を行った。定滑車のみを用いて引き上げたときは、0.30アンペアの
電流が流れ、引き上げに1.6秒を要した。次に、動滑車を併用して同じ高さまで引き上げたところ、電流は0.20アンペアに減少し、引き上げには
1.8秒かかった。この実験において、供給された電気エネルギーのうち、物体の位置エネルギーの増加などの目的の仕事に使われた割合を何とい
うか、名称を答えなさい。 （2024年 宮崎県公立入試 類似）

1. 仕事率 2. 電力消費量 3. 変換効率 4. エネルギー保存の法則

問10 1つの物体に2つの力がはたらいているとき、それらの力と同じはたらきをする1つの力に置き換えることを力の合成といいます。このように、複
数の力をまとめた1つの力のことを何と呼びますか。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 弾性力 2. 摩擦力 3. 合力 4. 分力

問11 手回し発電機を回転させて電気器具に電流を流すとき、何も接続していないときよりもハンドルが重く感じられます。この現象が起こる理由を
、エネルギーの変換と保存の観点から説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2024年 熊本県公立入試 類似）

1. 電流が流れることで発電機内部の
ブラシと整流子の間に生じる摩擦力
が急激に増加するから

2. 消費される電気エネルギーを生み
出すために、より多くの機械的エネ
ルギーを消費する必要があるから

3. 回路に電流が流れると、その電流
によって発電機自体の質量がわずか
に増加するから

4. 電流が流れると発電機内の磁石の
磁力が強まり、コイルを回転させる
のを妨げる向きに力が働くから

問12 放射線の性質を調べる実験において、放射線源と測定器の間に厚さ数ミリメートルのアルミニウム板を置いたところ、放射線は板を透過して検
出されました。しかし、アルミニウム板を厚い鉛の板に取り替えて同様の測定を行うと、放射線はほとんど検出されなくなりました。この実験
結果から得られる、エックス線やガンマ線などの放射線の性質についての説明として適切なものはどれですか。 （2025年 茨城県公立入試 類似）

1. 電離作用が非常に強く、アルミニ
ウム板に当たると物質の原子をイオ
ンにする性質。

2. エネルギーが非常に小さいため、
厚い鉛の板を通り抜ける際にすべて
吸収される性質。

3. 質量が非常に大きく、薄いアルミ
ニウム板であっても衝突して跳ね返
される性質。

4. 透過力が非常に強く、薄いアルミ
ニウム板は通り抜けるが、厚い鉛の
板によって遮られる性質。



いちごドリルプリント

運動とエネルギー 名前

問1 速さを1.6メートル毎秒に固定し、小球の質量を10グラム、15グラム、25グラムと変えてくいに衝突させる実験を行ったところ、くいの移動距
離はそれぞれ0.6センチメートル、0.9センチメートル、1.5センチメートルとなった。この実験結果から導き出される、物体の質量と運動エネル
ギーの関係を説明したものとして適切なものはどれか。 （2022年 鳥取県公立入試 類似）

1. 質量が2倍、3倍になると、運動エ
ネルギーも2倍、3倍と比例して大き
くなる

2. 質量が大きくなるほど、物体が他
の物体を動かす力は小さくなる

3. 質量が2倍、3倍になると、運動エ
ネルギーは4倍、9倍と速さの2乗に
比例して大きくなる

4. 質量が大きくなっても、物体の持
つ運動エネルギーの大きさは変化し
ない

問2 動滑車を1つ使って物体を20cmの高さまですり上げる実験を行った。このときの手の動きと力の関係について述べたものとして正しいものはど
れか。ただし、滑車やひもの重さ、摩擦はないものとする。 （2025年 長野県公立入試 類似）

1. ひもを引く力は重力の半分になり
、ひもを引く距離は40cmになる。

2. ひもを引く力は重力の2倍になり
、ひもを引く距離は40cmになる。

3. ひもを引く力は重力と同じになり
、ひもを引く距離は20cmになる。

4. ひもを引く力は重力の半分になり
、ひもを引く距離は10cmになる。

問3 振り子が運動しているとき、振幅の両端である最高点に達した瞬間の、物体の速さと運動エネルギーの状態について説明したものとして適切な
ものはどれか。 （2023年 福井県公立入試 類似）

1. 物体の速さが最小になるが、力学
的エネルギーがすべて消失する。

2. 物体の速さが最大になり、運動エ
ネルギーも最大になる。

3. 物体の速さが一時的にゼロになり
、運動エネルギーはなくなる。

4. 物体の速さが一時的にゼロになる
が、運動エネルギーは最大の状態を
維持する。

問4 振り子が往復運動をしているとき、おもりが最も高い位置にある両端の点から、円弧を描いて最も低い位置にある点へと移動する際、おもりの
速さと運動エネルギーの関係について正しく述べたものはどれですか。 （2020年 広島県公立入試 類似）

1. 速さが速くなるにつれて、運動エ
ネルギーは小さくなる

2. 速さが速くなるにつれて、運動エ
ネルギーは大きくなる

3. 速さが遅くなるにつれて、運動エ
ネルギーは大きくなる

4. 速さが変化しても、運動エネルギ
ーの大きさは常に一定である

問5 台車を斜面から滑らせ、続けて水平面を移動させる実験を行った。横軸に「時間」、縦軸に「0.1秒間に進んだ距離（速さ）」をとったグラフを
作成したとき、斜面の傾きを大きくした場合の運動の変化として適切な説明はどれか。 （2018年 広島県公立入試 類似）

1. 斜面の傾きを大きくしても、一定
時間に進む距離の増え方は変わらな
いため、グラフの直線の傾きに変化
は見られない。

2. 台車が斜面を移動している間は、
速さの変化の割合が一定ではないた
めグラフは曲線になり、水平面に出
た後は摩擦がなくても速さが徐々に
減少する。

3. 台車が斜面を移動している間は、
グラフは右上がりの直線になり、そ
の傾きは斜面が緩やかなときよりも
急になる。斜面を下りきり水平面に
出た後は、速さが一定になるためグ
ラフは水平になる。

4. 台車が斜面を移動している間は、
グラフは右上がりの直線になるが、
その傾きは斜面が緩やかなときと変
わらず、水平面に出た後の速さだけ
が大きくなる。

問6 質量6.2gの小球Aと質量13.8gの小球Bをそれぞれ斜面上の異なる高さから滑らせ、水平面上で静止している木片に衝突させる実験を行いました
。この実験結果についての考察として正しいものを選びなさい。 （2026年 熊本県公立入試 類似）

1. 水平面での速さが同じとき、質量
が小さい小球Aのほうが木片の移動距
離が長くなる。

2. 水平面での速さが同じとき、質量
が大きい小球Bのほうが木片の移動距
離が長くなる。

3. 小球を滑らせる高さを2倍にする
と、水平面での速さも2倍になる。

4. 同じ高さから滑らせたとき、質量
が大きい小球Bのほうが水平面での速
さが速くなる。

問7 重さ20Nの物体を、動滑車を1つ使い、手でひもを4m引き上げることで、2mの高さまで5秒間かけて持ち上げました。このとき、手が物体に対
して行った仕事率は何Wですか。なお、滑車の重さや摩擦は考えないものとします。 （2021年 福島県公立入試 類似）

1. 20W 2. 4W 3. 8W 4. 40W

問8 水平面に対して斜めに設置された、斜面の長さが50cm、高さが30cmのなめらかな斜面がある。この斜面上に置かれた物体に動滑車を取り付け
、ひもを定滑車に通して手で引くことで、物体を斜面の最下部から最上部まで斜面に沿って引き上げた。このとき、手がひもを引いた距離とし
て適切なものはどれか。 （2024年 富山県公立入試 類似）

1. 60cm 2. 30cm 3. 100cm 4. 50cm

問9 滑車を用いて重りを引き上げる実験において、仕事率（ワット）を算出する方法について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2018年 愛媛県公立入試 類似）

1. 重りの質量に、上昇した高さを掛
け合わせる

2. 糸を引く力の大きさと、糸を引く
速さを掛け合わせる

3. 糸を引いた距離を、引き上げるの
にかかった時間で割る

4. 重りに働く重力の大きさに、糸を
引いた距離を掛け合わせる

問10 斜面から転がした小球を木片に衝突させ、その移動距離を測定する実験において、小球の質量が40.0g、高さが10.0cmのときに木片の移動距離
が6.0cmとなりました。これと同じ「木片を6.0cm移動させる仕事の能力」を小球に持たせるための条件として、適切な組み合わせはどれです
か。 （2023年 山梨県公立入試 類似）

1. 質量10.0g、高さ10.0cm 2. 質量80.0g、高さ20.0cm 3. 質量20.0g、高さ5.0cm 4. 質量80.0g、高さ5.0cm

問11 質量15kgのおもりを、1つの定滑車と1つの動滑車を組み合わせた滑車装置に吊り下げた。ひもの一端を手に持ち、一定の速さで真下に1m引き
下げたとき、この人がおもりに対して行った仕事の大きさとして正しいものはどれか。ただし、100gの物体にはたらく重力の大きさを1Nとし、
滑車の質量やひもの摩擦は考えないものとする。 （2021年 福島県公立入試 類似）

1. 15J 2. 1500J 3. 150J 4. 75J

問12 傾きが異なる2つの斜面を用いて、台車が滑り下りる様子を記録タイマーで測定する実験を行いました。傾きが急な斜面と、傾きが緩やかな斜面
での結果を比較したとき、傾きが急な斜面における運動の特徴として正しい説明を選びなさい。 （2026年 沖縄県公立入試 類似）

1. 傾きが緩やかな場合と比較して、
重力の斜面に平行な成分が大きくな
るため、0.1秒ごとの移動距離の増え
方が大きくなる

2. 傾きが緩やかな場合と比較して、
重力の斜面に平行な成分が小さくな
るため、0.1秒ごとの移動距離の増え
方が小さくなる

3. 傾きが急になると台車にはたらく
摩擦力が急激に増加するため、速さ
の変化の割合は緩やかな斜面よりも
小さくなる

4. 斜面の傾きに関わらず重力の大き
さは変わらないため、0.1秒ごとの移
動距離の増え方はどちらの斜面でも
同じになる
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問1 静止した状態から斜面をすべりおりる台車の運動を、0.1秒ごとに記録するタイマーを用いて測定した。動き始めてから最初の0.1秒間での移動
距離が3.0cmであったとき、動き始めてから0.3秒が経過した時点での、始点からの合計の移動距離は何cmになるか計算せよ。 （2020年

鳥取県公立入試 類似）

1. 27.0cm 2. 12.0cm 3. 18.0cm 4. 9.0cm

問2 モーターでおもりを一定の速さで引き上げる際、おもりの力学的エネルギーが増加していく理由として、最も適切な説明を選びなさい。 （2025年

青森県公立入試 類似）

1. 物体にはたらく重力が、おもりの
持つエネルギーを位置エネルギーへ
と変換し続けているため。

2. 高さが変わっても速さが変わらな
ければ、エネルギー保存の法則によ
り力学的エネルギーは自動的に増え
るため。

3. おもりが一定の速さで運動してい
るとき、運動エネルギーがすべて位
置エネルギーに置き換わるため。

4. 外部にあるモーターが、ひもを介
しておもりに対して「仕事」をした
ため。

問3 物体が移動した距離を、その移動にかかった時間で割って求める、単位時間あたりの移動距離を何といいますか。 （2022年 青森県公立入試 類似）

1. 力 2. 加速度 3. 仕事率 4. 速さ

問4 電球などの器具を用いて電気エネルギーを光エネルギーに変換するとき、目的とする光エネルギー以外の形態として発生し、周囲に放出されて
しまう主なエネルギーの名称を答えなさい。 （2023年 徳島県公立入試 類似）

1. 熱エネルギー 2. 位置エネルギー 3. 化学エネルギー 4. 運動エネルギー

問5 理科における「仕事」の定義と単位について正しく説明しているものはどれですか。 （2019年 長野県公立入試 類似）

1. 物体に加えた力の大きさ（N）を
、その向きに移動させた時間（s）で
割って求められ、単位にはワット（
W）を用いる。

2. 物体の質量（kg）と、移動させた
距離（m）を足して求められ、単位
にはニュートン（N）を用いる。

3. 物体に加えた力の大きさ（N）と
、その力の向きに物体を移動させた
距離（m）の積で求められ、単位に
はジュール（J）を用いる。

4. 物体の質量（g）と、その向きに
物体を移動させた距離（cm）の積で
求められ、単位にはジュール（J）を
用いる。

問6 斜面を下りきった金属球が、摩擦のない水平なレールの上を移動している。このとき、水平面上での金属球の運動について述べたものとして、
最も適切なものはどれか。 （2020年 山梨県公立入試 類似）

1. 速さは時間に比例して速くなり、
移動距離も大きくなる。

2. 速さは一定で、移動距離は時間に
比例して大きくなる。

3. 速さは一定で、移動時間は変化し
ても移動距離は常に一定である。

4. 速さは一定で、移動距離は時間の
2乗に比例して大きくなる。

問7 摩擦のない水平な面の上を小球が等速直線運動をしているとき、小球が移動した距離と、移動にかかった時間の関係について正しく述べたもの
はどれですか。 （2026年 山梨県公立入試 類似）

1. 移動距離は時間に関わらず常に一
定であり、グラフに表すと横軸に平
行な直線となる。

2. 移動距離は時間に比例し、グラフ
に表すと原点を通る右上がりの直線
となる。

3. 移動距離は時間に反比例し、グラ
フに表すと軸に接しない曲線となる
。

4. 移動距離は時間の2乗に比例し、
グラフに表すと原点を通る曲線とな
る。

問8 水平な机の上に置かれたコップの下に薄い紙を敷き、その紙を水平方向にすばやく引き抜くと、コップはほとんど動かずにその場に留まりまし
た。コップがその場に留まろうとする理由を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2014年 群馬県公立入試 類似）

1. コップと紙の間に摩擦力が生じな
くなり、慣性が消滅するため

2. 紙を引き抜く際、コップを上向き
に押し上げる力がはたらくため

3. 静止しているコップには慣性があ
り、その場に静止し続けようとする
ため

4. コップにはたらく重力と垂直抗力
がつり合って、力が全くはたらかな
くなるため

問9 台車が斜面を上る運動において、点Pを通過してからの時間を0.10秒ごとに区切って移動距離を測定しました。0秒から0.10秒までの移動距離は
23cm、0.10秒から0.20秒までは18cm、0.20秒から0.30秒までは14cm、0.30秒から0.40秒までは10cmと記録されました。この運動におけ
る台車の平均の速さの変化について、正しく述べたものはどれですか。 （2023年 長崎県公立入試 類似）

1. 時間の経過とともに、0.10秒ごと
の平均の速さは一定に保たれている
。

2. 時間の経過に関わらず、平均の速
さは常に0である。

3. 時間の経過とともに、0.10秒ごと
の平均の速さはしだいに大きくなっ
ている。

4. 時間の経過とともに、0.10秒ごと
の平均の速さはしだいに小さくなっ
ている。

問10 理科における物理量である「仕事」の定義と、その単位の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2015年 鳥取県公立入試 類似）

1. 物体に加えた力の大きさと、その
力を加えた時間の積。単位はワット
（W）。

2. 物体を一定の距離だけ移動させる
のにかかった時間。単位は秒（s）。

3. 物体に力を加えてその向きに移動
させたときの、力の大きさと移動距
離の積。単位はジュール（J）。

4. 物体を一定の高さで支え続けるた
めに必要な力の大きさ。単位はニュ
ートン（N）。

問11 バイオマス発電と風力発電におけるエネルギー変換の過程を比較します。風力発電が風の持つ運動エネルギーを直接電気エネルギーに変換する
のに対し、バイオマス発電では燃料を燃やして蒸気を発生させ、その勢いでタービンを回して発電機を動かします。このバイオマス発電におけ
るエネルギー変換の順序として適切なものはどれですか。 （2023年 秋田県公立入試 類似）

1. 化学エネルギー →
運動エネルギー → 熱エネルギー →
電気エネルギー

2. 化学エネルギー → 熱エネルギー
→ 運動エネルギー →
電気エネルギー

3. 運動エネルギー → 熱エネルギー
→ 化学エネルギー →
電気エネルギー

4. 熱エネルギー → 化学エネルギー
→ 運動エネルギー →
電気エネルギー

問12 斜面上に置いた小球を転がして水平面上の木片に衝突させ、木片が移動した距離を測定する実験を行う。質量20gの小球を高さ10cmの地点から
離したとき、木片の移動距離が4.0cmであったとする。同じ装置を用い、小球の質量を20gのままにして、小球を離す高さを20cmに変えた場合
、木片の移動距離は何cmになると考えられるか。 （2020年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 10.0cm 2. 16.0cm 3. 4.0cm 4. 8.0cm



いちごドリルプリント

運動とエネルギー 名前

問1 摩擦や空気抵抗が無視できる環境において、高い位置にある物体がもつ「位置エネルギー」と、動いている物体がもつ「運動エネルギー」の合
計はどのように変化するか。正しい説明を選びなさい。 （2024年 埼玉県公立入試 類似）

1. 物体が降下するにつれて位置エネ
ルギーが減少するため、両方のエネ
ルギーの和も減少する

2. 位置エネルギーと運動エネルギー
の和は仕事率と呼ばれ、物体の速さ
に比例して増加する

3. 位置エネルギーと運動エネルギー
の和は力学的エネルギーと呼ばれ、
常に一定に保たれる

4. 物体が加速するにつれて運動エネ
ルギーが増加するため、両方のエネ
ルギーの和も増加する

問2 摩擦のない斜面上の、高さが50cmの地点から小球を静かに離しました。小球は斜面を下り、そのまま高さ30cmの円形レールの頂点を通過して
、再び反対側の斜面を上がっていきました。このとき、小球が反対側の斜面で到達する最高地点の高さと、その理由として正しい説明はどれで
すか。 （2019年 茨城県公立入試 類似）

1. 位置エネルギーがすべて運動エネ
ルギーに変換されるため、最も低い
地点と同じ高さで止まる

2. 力学的エネルギーが一定に保たれ
るため、最初に離した位置と同じ50c
mの高さまで到達する

3. 円形レールを通過する際に遠心力
でエネルギーを消費するため、30cm
の高さまでしか到達しない

4. 下り坂で勢いがつくため、最初に
離した位置よりも高い60cm程度の高
さまで到達する

問3 高さ0.9m、底辺1.2m、斜面の長さ1.5mのなめらかな斜面上に質量2kgの物体が置かれ、静止しています。この物体にはたらく「重力」、重力
の斜面下向きの「分力」、および斜面から受ける「垂直抗力」の関係について述べた文として正しいものはどれですか。ただし、100gの物体に
はたらく重力の大きさを1Nとします。 （2020年 千葉県公立入試 類似）

1. 斜面下向きの分力は12Nであり、
垂直抗力とつり合っている

2. 垂直抗力は、重力そのものと大き
さが等しく、向きが反対である

3. 垂直抗力は、重力の斜面に垂直な
方向の分力とつり合っている

4. 重力は20Nであり、斜面下向きの
分力と垂直抗力の合力に等しい

問4 摩擦や空気の抵抗が無視できる滑らかな斜面上に台車を置き、斜面と平行に糸でつないだ重りを用いて、一定の大きさの力で引き続ける実験を
行いました。このときの台車の運動を記録タイマーで記録し、得られたテープを5打点ごとに切り取って左から順に貼り付けたところ、隣り合う
テープの長さの差が常に一定であり、右にいくほどテープが長くなりました。この結果から判断できる、台車の速さの変化として最も適切なも
のはどれですか。 （2017年 神奈川県公立入試 類似）

1. 台車が一定の速さで進む、等速直
線運動を行っている。

2. 台車の速さが、時間の経過ととも
に一定の割合で増加している。

3. 台車に加わる力が次第に大きくな
るため、速さが急激に増加している
。

4. 台車の速さが、時間の経過ととも
に一定の割合で減少している。

問5 動滑車を取り付けた台車を、斜面に沿って80cm引き上げる実験を行いました。このとき、ばねばかりは常に5Nを示しており、手が糸を引いた
距離は台車が斜面を移動した距離の2倍になりました。手が糸を引くことによっておこなった仕事の大きさとして適切なものはどれですか。
（2021年 滋賀県公立入試 類似）

1. 4.0J 2. 8.0J 3. 10.0J 4. 400J

問6 物体が一直線上を、速さを変えずに一定の速度で進み続ける運動を何といいますか。最も適切な名称を選びなさい。 （2017年 北海道公立入試 類似）

1. 等速直線運動 2. 等速円運動 3. 等加速度直線運動 4. 自由落下

問7 電気エネルギーが物体の移動などの仕事に変換される過程において、単位時間あたりに消費される電気エネルギーを何といいますか。また、一
定の電気エネルギーを供給して物体を引き上げるとき、その値を大きくすると、物体を引き上げる速さはどのように変化しますか。最も適切な
組み合わせを選びなさい。 （2014年 埼玉県公立入試 類似）

1. 名称は電力であり、引き上げる速
さは速くなる

2. 名称は電力量であり、引き上げる
速さは速くなる

3. 名称は電力量であり、引き上げる
速さは遅くなる

4. 名称は電力であり、引き上げる速
さは遅くなる

問8 物体に力を加えてその向きに動かしたとき、力の大きさと移動距離の積で表される物理量を何といいますか。また、その際に用いられる単位と
して適切なものを選びなさい。 （2014年 千葉県公立入試 類似）

1. 「仕事率」といい、単位には「ワ
ット（W）」を用いる

2. 「エネルギー」といい、単位には
「ニュートン（N）」を用いる

3. 「圧力」といい、単位には「パス
カル（Pa）」を用いる

4. 「仕事」といい、単位には「ジュ
ール（J）」を用いる

問9 傾きが一定の斜面上に物体があるとき、物体にはたらく重力を斜面に平行な方向と垂直な方向の2つに作図して分解する方法についての説明とし
て、最も適切なものはどれですか。 （2023年 宮崎県公立入試 類似）

1. 重力を対角線とし、分解する2方
向の直線に平行な辺をもつ長方形を
つくる

2. 斜面に平行な力と垂直な力を2辺
とする正三角形をつくる

3. 重力を1辺とし、斜面と同じ角度
をもつ正方形をつくる

4. 重力を底辺とし、斜面の傾きに合
わせた等脚トラペゾイド（台形）を
つくる

問10 重力の性質と質量の関係について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2024年 秋田県公立入試 類似）

1. 重力の大きさは物体の質量に反比
例し、物体を支える上向きにはたら
く。

2. 物体の質量が大きくなるほど、そ
の物体にはたらく重力の大きさは小
さくなる。

3. 重力の大きさは物体の質量に比例
し、地球の中心方向へ向かってはた
らく。

4. 質量100gの物体にはたらく重力
の大きさは、地球上のどの場所でも
常に5Nである。

問11 摩擦や滑車の重さが無視できる装置において、同じ重さの物体を同じ高さまで引き上げる作業を行います。定滑車のみを使った場合と、動滑車
を組み合わせて使った場合を比較したとき、両者で値が変化しないものはどれですか。 （2021年 群馬県公立入試 類似）

1. 物体に対してした仕事の大きさ 2. ひもを引く力の大きさ 3. ひもを引く距離 4. ひもを引く向き

問12 摩擦や空気抵抗が無視できる環境において、物体が運動しているとき、物体がもつ「位置エネルギー」と「運動エネルギー」の和は常に一定に
保たれます。このように、2つのエネルギーの合計を何と呼びますか。 （2015年 福井県公立入試 類似）

1. 電気エネルギー 2. 熱エネルギー 3. 力学的エネルギー 4. 化学エネルギー

問13 斜面に置かれた質量600gの台車を、定滑車を通したひもで引き上げる実験を行います。台車が一定の速さで斜面を上昇しているとき、ひもが台
車を引く力と、台車にはたらく重力の斜面に沿った下向きの分量および摩擦力の合計がつり合っているものとします。このつり合いを保ったま
ま、台車が等速直線運動を続ける理由として最も適切な説明はどれですか。 （2017年 秋田県公立入試 類似）

1. 台車に摩擦力がはたらいていると
き、物体は必ず一定の速さで動き続
ける性質があるため。

2. 物体にはたらく力がつり合ってい
るとき、慣性によってそれまでの運
動状態が維持されるため。

3. 手が台車を引く力が、台車にはた
らく重力よりも常に大きくなければ
運動は継続できないため。

4. 物体にはたらく重力の大きさが、
斜面の上昇に伴って徐々に小さくな
るため。



いちごドリルプリント

運動とエネルギー 名前

問1 高いところにある物体が斜面を滑り降り、水平な床の上で摩擦によって停止した。この現象におけるエネルギーの移り変わりと「エネルギー保
存の法則」の関係について述べた文として、正しいものを次のうちから選びなさい。 （2019年 山口県公立入試 類似）

1. 力学的エネルギーが常に一定に保
たれるという法則があるため、摩擦
があっても物体は本来止まることは
ない。

2. 物体の持っていた位置エネルギー
は運動エネルギーに変換されたあと
、摩擦によって熱や音に変換された
が、その総量は一定である。

3. 摩擦によって生じた熱エネルギー
の分だけ、変換前後におけるエネル
ギーの総量は減少している。

4. 物体が停止したことで運動エネル
ギーがゼロになったため、この現象
においてエネルギー保存の法則は成
立していない。

問2 物体をある高さまで引き上げる際、引き上げる速さを2倍にしたり、動滑車などの道具を用いたりしても、物体を一定の高さまで運ぶために必要
な仕事の大きさは変わりません。このように、方法や時間に関わらず、最終的に物体になされる仕事の量が一定であることを何といいますか。
（2025年 愛媛県公立入試 類似）

1. エネルギー保存の法則 2. 慣性の法則 3. 作用・反作用の法則 4. 仕事の原理

問3 斜面上にある物体において、斜面の傾き（角度）を徐々に大きくしていったとき、重力の分力の大きさの変化について正しく述べたものを選び
なさい。 （2017年 群馬県公立入試 類似）

1. 斜面に平行な分力も、斜面に垂直
な分力もどちらも大きくなる

2. 斜面に平行な分力は小さくなり、
斜面に垂直な分力は大きくなる

3. 斜面の角度に関わらず、２つの分
力の大きさは常に一定である

4. 斜面に平行な分力は大きくなり、
斜面に垂直な分力は小さくなる

問4 モーターを使って重りを引き上げる装置において、消費された電気エネルギーの量を100としたとき、重りが得た位置エネルギーの量は100より
も少なくなります。エネルギー保存の法則が成立していることを前提としたとき、この現象が起こる理由として最も適切な説明はどれですか。
（2016年 山梨県公立入試 類似）

1. 一部のエネルギーが熱や音として
周囲に逃げ、利用できない形に変わ
ったから

2. 重りを引き上げる運動によって、
エネルギーの一部が質量へと変化し
たから

3. エネルギー保存の法則は理想的な
状態でのみ成立し、現実の装置では
成立しないから

4. エネルギーが変換される過程で、
その一部が消滅してなくなったから

問5 前述の、斜面を下る台車で発電機を回し豆電球を点灯させる実験において、豆電球が光っているときの「台車の速さ」と「エネルギーの関係」
について正しく述べたものはどれですか。ただし、発電機をつながずに台車を走らせた場合と比較するものとします。 （2026年 愛知県公立入試 類似）

1. 発電機によって台車が引っ張られ
る力が加わるため、発電していない
ときよりも速さは速くなる。

2. 重力による位置エネルギーの変化
量は同じであるため、発電の有無に
かかわらず同じ地点での速さは変わ
らない。

3. 電気エネルギーを取り出した分、
台車の運動エネルギーが小さくなる
ため、同じ地点での速さは遅くなる
。

4. エネルギーの変換効率は常に100
％であるため、豆電球の明るさに応
じて速さが比例して速くなる。

問6 一定の速さで一直線上を動く物体の運動を何といいますか。また、この運動において移動距離と経過時間の間にはどのような関係が成り立ちま
すか。最も適切な組み合わせを選びなさい。 （2024年 京都府公立入試 類似）

1. 加速運動といい、移動距離は時間
に比例する

2. 等速直線運動といい、移動距離は
時間の2乗に比例する

3. 等速直線運動といい、移動距離は
時間に比例する

4. 等速直線運動といい、移動距離は
時間に反比例する

問7 水槽の水面に直方体の箱を浮かべたところ、箱は一定の深さで静止しました。このとき、箱にはたらく「重力」と「浮力」の関係について述べ
たものとして、最も適切なものはどれですか。 （2016年 静岡県公立入試 類似）

1. 下向きの重力の大きさと、上向き
の浮力の大きさが等しい

2. 下向きの重力の大きさが、上向き
の浮力の大きさよりも大きい

3. 重力と浮力はどちらも上向きには
たらき、その合計が箱の質量と等し
い

4. 上向きの浮力の大きさが、下向き
の重力の大きさよりも大きい

問8 記録タイマーを用いて、斜面を転がり落ちる台車の運動を記録しました。台車が斜面を下るにつれて、一定の時間（零点一秒）ごとのテープの
長さが一定の割合で長くなっていくとき、台車の運動について述べたものとして最も適切なものはどれですか。 （2018年 岩手県公立入試 類似）

1. 台車にかかる摩擦力が大きくなり
、次第に速さが遅くなっている。

2. 台車の速さが、時間の経過ととも
に一定の割合で速くなっている。

3. 台車にかかる力がつり合っており
、等速直線運動をしている。

4. 台車の移動距離は時間に比例して
いるが、速さは変化していない。

問9 斜面と水平な床を組み合わせたコースで小球を転がす実験において、小球の位置エネルギーの変化について正しく説明しているものはどれです
か。 （2022年 群馬県公立入試 類似）

1. 位置エネルギーは高さに反比例す
るため、最も低い地点で最大となる
。

2. 位置エネルギーは速さに比例する
ため、水平な床の上で最大となる。

3. 位置エネルギーは高さに比例する
ため、斜面を下るにつれて減少し、
最も高い地点で最大となる。

4. 位置エネルギーは物体の位置に関
わらず、常に一定の値を保ち続ける
。

問10 火力発電では、ボイラーで発生させた高温・高圧の水蒸気によって、羽根車であるタービンを勢いよく回転させます。このとき、回転している
タービンそのものが持っている「動いている物体が持っているエネルギー」の名称として、最も適切なものはどれですか。 （2017年 富山県公立入試

類似）

1. 運動エネルギー 2. 位置エネルギー 3. 弾性エネルギー 4. 化学エネルギー

問11 床の上に小球が静止しています。このとき「床が小球を上向きに押し上げる力（垂直抗力）」に対する反作用として正しい説明はどれですか。
（2020年 岡山県公立入試 類似）

1. 小球が地球を上向きに引く力 2. 地球が小球を下向きに引く力（重
力）

3. 小球が床を下向きに押し返す力 4. 空気から小球が受ける浮力

問12 水平線に対して傾いて飛行しているドローンの機体には、真下に向かって0.4Nの重力がはたらいています。この重力を、機体に平行な方向とは
垂直な方向の2つの分力に分けたとき、これらの分力がもつ特徴として正しいものはどれですか。 （2019年 岡山県公立入試 類似）

1. 2つの分力の大きさの和は、必ず
元の重力の大きさと等しくなる

2. それぞれの分力の大きさは、元の
重力の大きさよりも必ず大きくなる

3. 2つの分力を合わせると、元の重
力と同じはたらきをする

4. 分力に分けることで、重力による
ドローンへの影響は消失する


